
●クーリングパド通過後の室内温度表 夏場の畜舎内環境を快適に保つ、

●トンネル換気における各ステージ毎の豚舎内推奨最⼤⾵速

＊上記⾵速はあくまで⽬安です。

●換気システムのプランニング、クーリングパドシステムの選定等は、フジ化成㈱におまかせください！ 地球温暖化の影響で夏場、全国的に猛暑・酷暑の⽇が増えています。
　 ニーズにあわせたプランニング・施⼯・設定はもとよりメンテナンスも完璧です。 このような状況下は豚に良いわけはなく、⽣産性の低下を招きます。しかし、この問題で悩むのは昔の話です。

「クーリングパドシステム」は、設備費が安く、しかも気化熱による循環式のため、
ランニングコストを抑えることもできる、⼀⽯⼆⿃のシステムです。
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最⼤⾵速
暖房設備を併設のこと。

哺乳中の仔豚には左記、⾵速は適さないので保温箱等を必ず
設置し、仔豚の為の暖房設備を併設すること。1.5m〜2.5m/秒
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クーリングパド通過後の室内温度
室外湿度
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クーリングパドシステムの特徴 トンネル換気システム
● 吸着性に優れ、汎⽤性が⾼く、低コストの紙製セルロースを使⽤。 ● クーリングパドシステムの効果を⼗分に引き出すためには、換気システムが重要です。
● 厚みが15cmあり、接触効率が⾼く少ない設置⾯積で効果が得られます。 通常、クーリングパドシステムを設置する場合はトンネル換気システムを採⽤します。

(厚み10cmのセルロースも取り扱っております。)

⼊気側と排気側で温度の差が発⽣しないためには、ステージに応じた⾵速を確保する必要があります。

● 更には排気ファンとクーリングパドシステムを、⾃動連動させ畜舎内を
最適な環境に保つコントローラーを使⽤することをお勧めします。

セルロース1枚の⼨法 ＊ウィンドウレス豚舎で様々な制御機器を複合的に制御するなら、
H(⾼さ)=2,000mm 　 ビッグダッチマン製「MCシリーズコントローラー」
D(厚み)=  150mm 　 (左写真はMC135-L2タイプ)
W(幅)=    600mm

＊セミウィンドウレス豚舎にて簡易的に制御をするなら、
　 スンギル製「SLシリーズコントローラー」
　 (左写真はSL-300Mタイプ) 左のコントローラーは単相200Vです。

● フレームはステンレス製で、⾃社⼯場にて製作しますので様々な畜舎構造に対応できます。 三相のポンプやファンを制御するためには

● 更に、⽔中ポンプ・⽔貯留タンク・配管資材も国内調達いたしますので安⼼です。 別途専⽤制御盤が必要です。

● ⼗分な⾵速を確保するためのファンの選定も重要です。

←⽻根径1.2mのベルト式⼤型換気扇

⽔ﾀﾝｸは設置位置に応じて埋設可能

タンク内に藻が発⽣しないよう遮光⽬的の⿊⾊を採⽤ 冬場の最低換気時の制御も考慮しなければいけません。→
(写真は⽐例制御対応可能なプラスチックファン)　　　

⽔の循環の流れ空気の流れ

＊冬場の対策⽤にカーテン併⽤も可能 通路外側に設置

暖かく乾いた空気
(室外)

冷たく湿った空気
(室内)

送水口 ｾﾙﾛｰｽ

ﾌﾚｰﾑ

排水口

水ﾀﾝｸ(ﾀﾝｸ形状は異なりま
す)

水中ﾎﾟﾝﾌﾟ水道水供給


